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総
ぐ
る
み
福
祉
の
会
・
事
務
所
は
日
限
山
４-

44-

23
の
宮
崎
宅
で
す
。
入
会
や
活
動

に
つ
い
て
は
、
宮
崎
浩
子(

℡
８
４
４-

７
４
７
７)

、
大
橋
綾
子
（
℡
８
２
３-

２
３
６
３
）
、

菅
沼
永
子
（
℡
８
４
４-

９
１
９
３
）
、
米
川
満
寿
子
（
℡
８
４
１-

９
４
３
３
）
、
菊
地
幸
子

（
℡
８
４
１-

４
８
６
２
）
に
。「
日
限
山
荘
」
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 
第
三
回
医
療
講
演
会
、
好
評
の
う
ち
に
終
了 

 
 

十
慈
堂
病
院 

秋
葉
看
護
師
長
に
よ
る 

「自
分
た
ち
で
出
来
る
手
づ
く
り
看
護
・介
護
の
話
」 

「総
ぐ
る
み
」新
聞 

 
表
記
医
療
講
演
会
は
、
三
月
二
日
午
後
二
～
四

時
、
日
限
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
、

二
十
四
（
会
員
十
三
）
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。 

十
慈
堂
病
院
は
、
二
十
五
年
前
一
般
病
院
と
し
て

開
業
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
時
代
と
共
に
高
齢
者
を

多
く
受
け
入
れ
て
、
現
在
は
、
介
護
保
険
に
よ
る
介

護
療
養
型
病
院
と
な
り
ま
し
た
。
十
年
ほ
ど
前
か
ら
、

看
護
・
介
護
の
面
か
ら
種
々
工
夫
さ
れ
、
実
践
し
て

こ
ら
れ
た
具
体
的
な
看
護
方
法
を
ご
指
導
く
だ
さ

っ
た
の
で
、
お
話
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

○
不
眠
症
の
人
に
は 

 

寒
い
時
期
に
は
、
足
浴
が
効
果
的
で
す
。
根
し

ょ
う
が
一
カ
ケ
を
皮
付
き
の
ま
ま
お
ろ
し
て
加
え

た
バ
ケ
ツ
の
湯
で
、
二
十
～
三
十
分
足
浴
し
ま
す
。 

 

ま
た
、「
安
眠
ジ
ュ
ー
ス
」
と
十
慈
堂
病
院
で
呼

ぶ
飲
物
も
効
果
的
で
す
。
玉
ね
ぎ
１
／
４
～
１
／

６
を
す
り
お
ろ
し
、
ガ
ー
ゼ
ま
た
は
キ
ッ
チ
ン
ペ

ー
パ
ー
で
絞
っ
た
汁
に
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
を
五

０
～
二
０
０
㎖
加
え
た
も
の
は
、
不
眠
症
状
に
効

果
的
と
実
証
済
み
で
す
。
ス
ラ
イ
ス
し
た
玉
ね
ぎ

を
枕
元
に
吊
り
さ
げ
て
お
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。 

○
自
分
で
タ
ン
を
出
す
こ
と
の
出
来
な
い
人
に
は 

 

鼻
づ
ま
り
症
状
を
解
消
す
る
た
め
に
使
う
ヴ
ィ

ッ
ク
ス
・
べ
ポ
ラ
ッ
プ
を
、
の
ど
か
ら
胸
に
か
け

て
塗
り
、
暖
か
い
タ
オ
ル
で
蒸
し
て
お
き
ま
す
。

そ
の
上
か
ら
、
手
の
平
を
く
ぼ
み
を
作
る
よ
う
な

形
に
丸
め
て
、
ぽ
ん
ぽ
ん
と
た
た
く
（
タ
ッ
ピ
ン

グ
と
い
う
）
と
、
タ
ン
が
は
が
れ
て
、
出
や
す
く

な
り
ま
す
。 

 

○
便
秘
の
人
に
は 

 

加
齢
と
共
に
腸
の
ぜ
ん
動
運
動
が
衰
え
る
の
で
、

便
秘
に
な
り
が
ち
で
す
。
便
秘
の
場
合
も
ま
た
、

お
腹
に
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
・
べ
ポ
ラ
ッ
プ
を
塗
っ
て
か

ら
暖
か
い
タ
オ
ル
を
の
せ
て
、
の
の
字
を
描
く
様

に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
繰
り
返
す
の
が
、
と
て
も
有
効

で
す
。
便
秘
症
状
を
ほ
っ
て
お
く
と
、
食
欲
も
な

く
な
っ
て
吐
き
気
を
催
し
、
つ
い
に
は
腸
閉
塞
を

起
こ
し
、
命
取
り
に
も
な
る
の
で
怖
い
こ
と
で
す
。

制
限
の
な
い
限
り
、
水
分
を
と
る
の
も
大
切
で
す

し
、
決
ま
っ
た
時
間
に
排
便
の
習
慣
を
つ
け
る
努

力
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。 

○
嚥
下
障
害
の
人
に
は 

 

口
の
中
に
は
多
く
の
細
菌
が
い
ま
す
が
、
健
康

な
人
は
食
べ
物
を
か
む
こ
と
に
よ
っ
て
唾
液
が
出

る
し
、
唾
液
は
口
内
細
菌
を
殺
す
作
用
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
食
事
の
出
来
な
い
人
は
、
唾
液
が

出
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
口
内
細
菌
を
取
り
除

く
た
め
に
、
お
茶
で
ぬ
ら
し
た
ガ
ー
ゼ
で
口
内
を

ぬ
ぐ
っ
た
り
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
芯
で
口
の
中
を

こ
す
っ
た
り
す
る
の
が
有
効
で
す
。
病
院
で
は
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
の
芯
は
、
冷
凍
保
存
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
嚥
下
障
害
の
人
は
、
顔
や
ほ
ほ
、
ま
た
口

の
周
り
を
日
ご
ろ
か
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
、
筋
肉

を
柔
ら
か
く
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

 

お
茶
に
は
殺
菌
作
用
の
あ
る
カ
テ
キ
ン
が
あ
る

の
で
、
茶
殻
も
乾
燥
し
て
、
お
風
呂
に
入
れ
た
り
、

手
足
を
洗
う
際
に
使
っ
た
り
す
る
と
有
効
で
す
。 

 
 
 
 

 

＊ 
 
 
 

 

＊ 

講
演
後
、
戸
塚
区
を
拠
点
に
手
話
ダ
ン
ス
を
通

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
「
フ
ラ
ワ

ー
東
戸
塚
」
中
村
美
恵
子
さ
ん
他
三
名
の
方
に
よ

る
ダ
ン
ス
の
実
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
ふ
る
さ
と
」「
浜
辺
の
歌
」
な
ど
を
、
耳
の
不

自
由
な
方
を
交
え
て
踊
ら
れ
た
後
、「
春
が
来
た
」

「
今
日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
の
手
話
を
指
導
い

た
だ
き
、
共
に
踊
っ
て
楽
し
く
終
了
し
ま
し
た
。 

「総ぐるみ福祉の会」のホームページ（http://sougurumi.jp/）をご覧ください。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
気
な
う
ち
に
手
続
き
し
て
お
き
た
い 

 
 

成 
年 

後 

見 

制 

度 
(

そ
の
２) 

 

第
四
回 

医
療
講
演
会 

 
 
 

 

老
後 

こ
れ
か
ら
の
生
き
方 

 
 

 
  

  

―
―
死
に
つ
い
て
の
雑
感
―
― 

 

こ
れ
か
ら
生
き
ら
れ
る
時
間
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
天
に

赦
さ
れ
た
残
躯
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 

今
後
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
す
る
の
か
、
ど
ん
な
生
活
に

な
っ
て
い
く
の
か
、
先
を
見
す
え
て
予
測
し
て
み
る
こ
と

も
、
役
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

講
師
：
十
慈
堂
病
院
内
科
医 

山
口 

陽
先
生 

日
時
：
三
月
三
十
日
（
木
）
午
後
一
時
半
～
四
時 

場
所
：
西
洗
自
治
会
館 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

江
戸
太
神
楽 

 
 
 

鏡
味
千
若 

師 

 
 

 
 

 
 

 
 

南
京
玉
す
だ
れ 

 

梅
乃
家
松
竹
梅 

師 
 

 

◎
任
意
後
見
契
約
の
流
れ 

 

現
在
は
元
気
で
ひ
と
り
暮
ら
し
が
出
来
る
状
態
で
も
、
こ

の
先
、
病
気
や
認
知
症
に
な
っ
て
判
断
力
が
低
下
し
た
と
き

の
た
め
に
、
今
か
ら
準
備
し
た
い
人
が
利
用
す
る
の
が
任
意

後
見
制
度
で
、
次
の
よ
う
な
手
続
き
で
行
い
ま
す
。 

① 

後
見
人
を
選
び
ま
す
…
…
信
頼
で
き
る
知
人
や
家

族
・
親
族
、
弁
護
士
、
税
理
士
、
行
政
書
士
、
司
法
書
士
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
信
託
銀
行
な
ど
に
依
頼
。 

② 

依
頼
す
る
内
容
を
細
か
く
決
め
ま
す
…
…
な
る
べ
く

自
宅
で
長
く
暮
ら
し
た
い
の
か
、
介
護
施
設
に
入
る
の
か

と
い
っ
た
生
活
や
介
護
の
こ
と
、
ま
た
、
預
金
や
財
産
な

ど
の
財
務
管
理
な
ど
、
後
見
人
に
依
頼
す
る
事
柄
を
決
定
。 

③ 

公
正
証
書
を
作
成
し
ま
す
…
…
後
見
人
と
共
に
公
証

役
場
に
行
き
、
②
の
内
容
を
公
正
証
書
に
作
成
。 

 
 

こ
の
と
き
の
費
用
と
し
て
、
登
記
嘱
託
手
数
料
、
印
紙

代
、
切
手
代
な
ど
約
十
～
十
二
万
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

④ 

判
断
力
が
低
下
し
た
状
態
に
な
っ
た
…
…
小
学
生
程

度
の
判
断
力
に
な
っ
た
時
点
で
、
後
見
人
受
任
者
が
申
立

人
と
な
っ
て
家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
。 

⑤ 

④
と
同
時
に
家
庭
裁
判
所
へ
任
意
後
見
監
督
人
の
選

任
を
依
頼
し
ま
す
…
…
依
頼
を
受
け
た
後
見
人
が
職
務

を
遂
行
す
る
の
を
監
督
・
補
佐
す
る
人
が
決
定
。 

⑥ 

後
見
人
の
援
助
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
…
…
家
族
や
親

族
以
外
の
第
三
者
に
後
見
人
を
依
頼
す
る
と
、
月
額
、
司 

法
書
士
（
約
三
万
円
）
、
弁
護
士
（
三
万
～
十
万
円
）
必
要
。 

 

◎
法
定
後
見
人
申
立
て
の
流
れ 

 

認
知
症
や
精
神
障
害
な
ど
の
病
気
に
よ
っ
て
、
す
で
に

判
断
力
が
不
十
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
に
、
裁
判
所
が

後
見
人
を
選
定
す
る
の
が
法
定
後
見
制
度
で
す
。
判
断
能

力
の
程
度
に
よ
っ
て
、
「
補
助
」
「
保
佐
」
「
後
見
」
と
い

う
三
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
軽
度
な
「
補

助
」
で
は
、
自
己
決
定
権
尊
重
の
た
め
に
、
家
庭
裁
判
所

が
定
め
る
特
定
の
法
律
行
為
に
つ
い
て
、
本
人
の
同
意
が

あ
っ
た
場
合
の
み
、
補
助
人
が
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
法
定
後
見
は
次
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。 

① 

申
立
権
者
（
本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
、

市
区
町
村
長
）
が
、
家
庭
裁
判
所
な
ど
で
相
談
。 

② 

必
要
な
書
類
（
申
立
書
、
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
、
登

記
事
項
証
明
書
、
医
師
の
診
断
書
な
ど
）
を
準
備
。 

 
 

医
師
の
診
断
書
作
成
の
た
め
に
約
十
万
円
必
要
。 

③ 
家
庭
裁
判
所
へ
申
立
て 

こ
の
と
き
の
費
用
は
、
申
立
手
数
料
、
登
記
手
数
料
、

通
信
費
、
鑑
定
料
（
後
見
と
保
佐
の
場
合
）
で
、
六
～

十
一
万
円
が
必
要
。
ま
た
、
申
立
て
の
手
続
き
を
司
法

書
士
や
弁
護
士
に
依
頼
す
る
と
、
そ
の
報
酬
が
必
要
。 

④ 

審
理
（
家
裁
の
調
査
、
審
問
、
鑑
定
、
診
断
） 

⑤ 

法
定
後
見
の
開
始
の
審
判
、
成
年
後
見
人
等
の
選
任 

⑥ 

審
判
の
確
定
後
、
法
定
後
見
の
開
始
（
申
立
て
か
ら

成
年
後
見
の
開
始
ま
で
、
三
、
四
ヶ
月
か
か
る
） 

 

法
定
後
見
人
は
、
月
２
回
の
訪
問
と
安
否
確
認
の
電
話 

一
回
を
行
う
た
め
月
額
三
万
円
前
後
の
支
払
い
が
必
要
。 

法
定
後
見
を
受
け
た
人
が
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
口
車
に

乗
せ
ら
れ
て
高
額
商
品
の
購
入
や
、
リ
ホ
ー
ム
の
契
約
を

行
っ
て
も
、
後
見
人
が
取
り
消
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
た

だ
し
、
任
意
後
見
人
で
は
取
り
消
せ
ま
せ
ん
。 

 

法
定
後
見
で
、
「
後
見
」
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
人

は
、
選
挙
権
を
失
い
ま
す
が
、
以
前
の
よ
う
に
、
戸
籍
に

「
禁
治
産
」
「
準
禁
治
産
」
と
い
う
よ
う
な
記
載
が
さ
れ

る
事
は
な
く
、
成
年
後
見
登
記
簿
に
載
る
だ
け
で
す
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
総
ぐ
る
み
福
祉
の
会
は
、
今
回
医
療
講
演
会
を

四
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
医
療
講
演
会
の
開
催
は
、
十
慈
堂
病
院
の
ご
厚
意

と
「
横
浜
市
市
民
活
動
推
進
基
金
」
（
よ
こ
は
ま
夢
フ
ァ
ン

ド
）
の
助
成
金
が
い
た
だ
け
た
の
で
開
催
で
き
ま
し
た

（
よ
こ
は
ま
夢
フ
ァ
ン
ド
は
本
紙
十
九
号
を
参
照
）
。 




